
単元を構想するためのシート １年生「防災とまち」 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教材（学習材）の価値 

【地域の防災的課題と解決に取り組む人々の思い】 

 神奈川区は防災的には道が狭い、高齢者が多い、子育て世代が多い、など地域的課題が存在する。 

その中で行政機関、非営利組織，地域の企業等が課題解決に取り組んでいる。 

その人々の思いを聴きながら、地域的課題に対し中学生が何をできるか考えたい。 

子どもの実態 

〇知識及び技能に関すること 

・防災についての知識が不足している。 

〇思考力、判断力、表現力等に関すること 

・インターネットを使った情報収集離れている。 

・自分で課題を設定する力、考えを整理、分析する力、表現

する力はこれから伸ばしたい。 

〇学びに向かう力、人間性等に関すること 

・中学校入学後学習に対して意欲をもっているが、どのよう

に学べばいいかわからないと感じている生徒が多い。 

探究課題の解決を通して育成を目指す 

具体的な資質・能力 

〇知識及び技能に関すること 

・地域の防災的課題（特に地震） 

・防災に取り組む人々の思い 

・自助について中学生の役割を理解させたい。 

〇思考力、判断力、表現力等に関すること 

・探究をする力（自分自身で課題を設定し、解

決に向けて情報の収集、整理・分析を通して自

分の考えを表現する力）を育てたい。 

〇学びに向かう力、人間性等に関すること 

・防災に対して、その大切さを自覚し、自分か

ら行動できる態度を育てたい。 

【探究課題】 

地域の防災的課題と解決に向かう人々の思い 



 

 

 

【想定される活動】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子どものゴールの姿】 

 自分たちの住む地域には防災について課題が結構ある。たくさんの人がその課題を解決するために行動し

ていることが分かった。自分たち中学生にできることもいっぱいある。まずは自分の生活を守るために家庭

の防災環境をつくったよ。自分たちの自分たちで守っていくことができるんだ。次はみんなの生活も守って

いきたい。 

 

■単元目標■ 

 自分たちの生活を災害から守る自助活動を通して、課題を解決するために必要な知識・技能を身に付け、

防災のために何ができるかを考え行動する力を高め、自分たちの生活は自分たちで守ろうとする。 

 

【単元構想図】 

Ⅰ 地域の防災的課題を知ろう（夏休みの課題＋総合４時間）１１月４時間 

○地域の防災的課題について調査する（夏休みの課題）。 

○地域の防災的課題環境についてクラス内で発表する。 

○行政の方から地域の防災的課題を学ぶ。 

地域には防災的課題が多い。その中でも行政の方が課題の解決のために行動していることが分かった。自分たちに

はまず自分を守る自助が必要だと分かった。何ができるか考えて行動したい。 
 

 

Ⅱ 自分たちの生活を守るために、家の防災環境を整えよう（総合６時間＋冬休みの課題）１２月６時間 

○家の防災環境を調査する。 

○防災に必要なことを学び、まとめる。 

〇防災バッグを作成するなど、家の防災環境を整える。 

〇自分がやったことを他者に発信する。 

○地域の他の方を守るためにどんなことができるか、新たな課題について目を向ける。 

防災のために自分の家の防災環境を整えることができたよ。これからは自分たち以外の人たちも守るために行動

していきたい。 
 

 

 

１年 災害から自分たちの生活を守ろう 

〇地域の課題を見つ

けるための調査 

「自分の身近なとこ

ろにはどんな課題が

あるんだろう？」 

〇行政の方から地

域の課題を学ぶ 

「地域には防災の

どんな課題がある

のだろう？」 

〇自分たちにできる

こととして家庭の防

災環境を見直す 

「自分の家を守るた

めに、防災環境を整え

よう」 

〇各自が行ったこと

の報告会 

「自分たちがおこな

ったことを報告しあ

って、お互いから学

ぼう」 


